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Five Pictures of Buddha, produced by Serizawa Keisuke in 1979-1980, are a series of stencil-dyed works consisting of 
Fudo, Syaka Sanzon, Jyuichimen Kannon, Yakushi and Jizou. They were based on existing Buddhist images: Fudo of 
Toji Temple, Syaka Sanzon of Horyuji Temple, Jyuichimen Kannon of Kogenji Temple, Yakushi of Jingoji Temple,  and 
Jizou, collected by Serizwa and now in the Serizawa Keisuke Art Museum. Related materials held by the Tohoku Fukushi 
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3-1 頒布用 3-2 試作用
図3　「型紙　不動明王」東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館所蔵
4-2 試作用 4-3 試作用
図4　「型紙　釈迦三尊」東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館所蔵
4-1 頒布用
5-6 試作用 5-7 試作用
図5　「型紙　地蔵菩薩」東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館所蔵
5-4 試作用 5-5 試作用
5-2 試作用 5-3 試作用
5-1 頒布用
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の付着は確認できなかった。
5	 東寺講堂「木造不動明王坐像」・法隆寺金堂「金銅釈迦三尊像」・
向源寺「木造十一面観音菩薩立像」・神護寺「木造薬師如来
立像」の基本情報（像高・材質・制作年）に関しては以下を
引用した。文化庁監修『国宝・重要文化財大全3・4　彫刻（上
巻・下巻）』毎日新聞社　1998・1999年
6	 『芹沢銈介全集　第30巻』中央公論社　1982年　p.133　
作品名は「脇侍仏」で1981年の制作とある。
7	 『大和古寺大観　第六巻　室生寺』（岩波書店　1976年）所
収の水野敬三郎氏による解説によれば、寺蔵文書『天保九戌
年普請仕様帳』に「金弐分　十一面尊躰損之処、拵御持物之
不足分足し、尊像古色ニ仕上ケ、舟後光破損ニ付仕替并箱厨
子塗代共ニ而」とあり、この年に京都仏師山本茂祐による修
理が施されたことが記されているという。このことから、現
在の光背は、天保9年（1838）に新造されたと推測されている。
8	 宇佐八幡宮神託事件ともいう。神護景雲3年（769）、宇佐
八幡宮より道鏡を天皇とすれば天下泰平になるとの託宣が称
徳天皇もたらされるも、和気清麻呂が勅使として参向しこの
神託が虚偽であることを上申した。称徳天皇の没後、道鏡は
失脚し、下野国で没した。
9	 芹沢の蒐集した仏画の多くは、静岡市立芹沢銈介美術館に所
蔵されており、図録『芹沢銈介の収集6　仏画・仏像・神像』（静
岡市立芹沢銈介美術館　2018年）で紹介されている。本稿
で取り上げた「地蔵菩薩図」はp.11にカラーで図版掲載あり。
10	 門脇佳代子「芹沢銈介と仏画コレクション」『芹沢銈介の収
集6　仏画・仏像・神像』静岡市立芹沢銈介美術館　2018
年　pp.54 ～ 55
11	 奈良綾「「出雲四曲屏風」：芹沢銈介作品を旅する」『東北福
祉大学芹沢銈介美術工芸館年報』5号　2014年　p.84
12	 芹沢長介は、昭和13年3月	に東京都私立正則中学校を卒業
後、昭和16年3月に	東京写真専門学校を中退、同年4月よ
り土門拳写真研究所に勤務し、土門拳に師事した。同研究所
を退職したのは昭和21年3月である。以上、芹沢長介先生
追悼論文集刊行会『芹沢長介先生追悼　考古・民族・歴史学
論叢』（六一書房　2008年）所収の「芹沢長介先生　年譜」
より引用。
13	 土門拳『古寺巡礼』第1集　美術出版社　1963年［国際版
1983年］　p.212。なお、弘仁とは810～ 824年間のことで、
文化史において平安初期を指す。
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